
　
本
市
の
高
齢
者
虐
待
の
相
談
件
数
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

高
齢
者
虐
待
の
背
景
に
は
、
介
護
者
の

介
護
疲
れ
や
認
知

症
に
関
す
る
理
解

不
足
、
経
済
的
な

問
題
、
普
段
か
ら

地
域
と
の
交
流
が

少
な
い
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

「
虐
待
か
も
？
」と
思
っ
た
ら

　
　
　
　
　
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

～住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるために～

　
介
護
は
長
期
に
渡
る
た
め
、
家
族
だ

け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
無
理
を
せ

ず
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な
い
よ
う

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
制
度
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
認
知
症
の
高
齢

者
へ
は
、
適
切
に
接
す
る
こ
と
で
介
護

者
の
負
担
感
を
軽
減
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
困
り
ご
と
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

な
ど
に
つ
い
て
は
、
長
寿
課
ま
た
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

介
護
の
悩
み
を

　
　
　
　
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
や
サ
イ
ン
に
気
付

く
こ
と
が
虐
待
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま

す
。「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者

の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る

法
律
」（
高
齢
者
虐
待
防
止
法
）
で
は
、

高
齢
者
虐
待
を
発
見
し
た
方
は
市
町
村

に
通
報
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
通
報
者
の
情
報
が
漏
れ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
同
法
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

�　
「
あ
れ
、
お
か
し
い
？
」「
虐
待
か

も
？
」
と
思
っ
た
ら
、
匿
名
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
虐
待
は
身
近
に
起
こ
り
う
る

問
題
で
、「
早
期
発
見
」
が
鍵
と
な
り

ま
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
日
常
生

活
の
中
で
、
地
域
の
方
の
さ
り
げ
な
い

見
守
り
や
声
掛
け
、
高
齢
者
や
家
族
の

参考：平成 22年 厚生労働科学研究（神奈川歯科大学）より
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問長寿課　☎22-1361　地域包括支援センター　☎22-1466

　高齢者が地域の中で「あんしん」して暮らせる社会は、誰もが望むことです。しかし、家庭
や施設で高齢者の人権を侵害される「高齢者虐待」が社会問題となっています。
　虐待や虐待の恐れがあると気付いた場合は、早めに通報することで事態の深刻化を防ぎます。
高齢者や家族を地域で見守り、声を掛け合える地域をつくりましょう。
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図１

認知症と口
こう
腔
くう
の関連性

　かめる歯を維持することで、認知症の予防に効果があることが
最新の研究調査で明らかになっています。

認知症の理解を深めよ
う！

例えば…

日常生活での声かけ

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

家の中から大声で
怒鳴る声が聞こえる。

介護者の態度が否定的で
あったり、攻撃的である。

ど
う
か

し
ま
し
た
か
？

道などであっても元気が
ないようなときの声かけ

最近姿を見ない。夜になって
も部屋の明かりがつかない。

地域の力が必要です
みんなで
こんなことに
気をつけて
みましょう

早期発見！　高齢者虐待

問学校管理課　☎22-1342

白石中学校
（自己管理能力）を身に付けるために「マイルール」
の記録と振り返りを毎日行っています。マイルー
ルとは、家庭生活の計画を自ら立て、それを実行
できたかを記録するものです。記録が蓄積される
と、折れ線で自分の学習時間やスマートフォンの
使用時間が目で確認でき、意識の変化が見られま
した。生徒の主体性を認め、さらに励まし自律（自
立）する生徒の育成に努めていきます。

自律・自立した生徒を目指して
石中学校では、本年度「自律（自立）した
生徒の育成」を目指し、すべての教育活動

に全教職員一丸となって取り組んでいます。８月
には教員研修として東中学校と合同で自主公開を
行いました。幼稚園や小学校の先生と「自律（自
立）」について話し合い、互いの教育活動や指導
の方法について理解を深めました。
　生徒たちは９月から、自分を自分で管理する力

白白

中学校では、学力向上に関係する「自己効
力感」を育むことを目指し、人との関わり

を大切にした教育活動を進めています。１年生で
は孫の手をつくり、完成品を11地区の敬老会の
皆さんに贈呈したところ大変喜ばれました。２年
生は市内各事業所での職場体験を通して、夢を育
み、志を高めました。３年生は山元町の震災遺構
中浜小学校を訪問し、語り部の皆さんから当時の
話を聞き、自分たちが地域の一員として実践でき

東東
学びへの土台づくり

ることを学びました。
　また、本年度から宮城県教育委員会の指定を受
けた「行きたくなる学校づくり」事業に取り組ん
でいます。生徒が学びを実感できる授業づくりを
柱とし、授業での対話的な学びや「ＡＩドリル」
の活用など、人との関わりや個に応じた学習を重
視して取り組んでいます。学習の仕方を工夫しよ
うとする生徒が多く見られるようになってきてい
ますので、その姿勢をさらに高めていきます。

東中学校

白石市学力向上プロジェクトの取り組み

▲�東中学校と行った自主公開研修の様子 ▲�「マイルール」記録シート▲�自主公開研修でまとめた模造紙

１１_白川地区敬老会の様子　２　２_中浜小学
校で震災当時の校長先生や地域の方から
話を聞く生徒　３３_タブレット端末を活
用して粘り強く課題に向かう生徒
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